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１ 菌末を添加した調製粉乳に係る厚生労働大臣の承認に関する追加申請事項について 

1月23日、厚生労働省は医薬・生活衛生局食品監視安全課長名をもって各都道府県等

衛生主管部(局)長宛標記通知を出した。その主な内容は次の通り。 

乳及び乳製品の成分規格等に関する省令別表の二の（五）の（６）の規定に基づく

調製粉乳に関する厚生労働大臣の承認については、「乳等に使用する添加物、乳等の

容器包装等に係る厚生大臣の承認について」（平成９年通知)により、その申請手続等

を定めているところ、今般、調製粉乳のうち、離乳食で不足しがちな栄養を補うため

の調製粉乳（フォローアップミルク）に菌末を添加した製品に関する追加の申請事項

を定め、平成９年通知を改正した。 

今後、菌末を添加したフォローアップミルクの承認審査においては、従前より求め

ている資料に加え、追加申請事項に定める資料の提出が必要となる。 

添加菌株は、国内で調製粉乳その他の乳幼児が摂取する食品により使用実績がある

Bifidobacterium 属菌又はLactobacillus 属菌であり、属（Genus）、種（Species）、

菌株（Strain）が遺伝学的に同定されていること。 

また、添加する菌量については、申請を行う調製粉乳の摂取対象月齢において、当

該調製粉乳から摂取される菌量が、国内に流通する添加菌株が使用された食品等と比

較し同等以下であること。 

https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/000588772.pdf 

 

２ 食品安全委員会食品安全総合情報システム 

https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/search?keyword=%EF%BC%AC%

EF%BC%A4%EF%BC%95%EF%BC%90&query=&logic=and&calendar=japanese&year=&from=

struct&from_year=2019&from_month=12&from_day=14&to=struct&to_year=2020&to

_month=01&to_day=09&areaId=00&countryId=000&informationSourceId=0000&max=

100&sort_order=date.desc 

1月27日公表した標記情報に次の記事が登載されている。 

（１）カナダ公衆衛生庁(PHAC)、一部のサラミソーセージが原因と見られるサルモネ

ラ属菌集団感染に関する調査の最新情報を公表(2019年12月23日時点) 

カナダ公衆衛生庁(PHAC)は12月23日、一部のサラミソーセージが原因と見られ

るサルモネラ属菌集団感染に関する調査の最新情報(最終報告)を公表した(2019年

12月23日時点)。 

当該集団感染は終息したと考えられることから、今回が最終の情報提供であり、

https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/000588772.pdf
https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/search?keyword=%EF%BC%AC%EF%BC%A4%EF%BC%95%EF%BC%90&query=&logic=and&calendar=japanese&year=&from=struct&from_year=2019&from_month=12&from_day=14&to=struct&to_year=2020&to_month=01&to_day=09&areaId=00&countryId=000&informationSourceId=0000&max=100&sort_order=date.desc
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https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/search?keyword=%EF%BC%AC%EF%BC%A4%EF%BC%95%EF%BC%90&query=&logic=and&calendar=japanese&year=&from=struct&from_year=2019&from_month=12&from_day=14&to=struct&to_year=2020&to_month=01&to_day=09&areaId=00&countryId=000&informationSourceId=0000&max=100&sort_order=date.desc
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調査は終了した。 

調査結果から、FilicettiブランドのItalian Style mild, dry, cured sausage

が感染源の一つとして特定された。 

2019年12月23日時点で、Salmonella Litchfield感染確定症例が、2州(オンタリ

オ州及びケベック州)で13人確認されている(訳注：前回10月23日時点と比べ1人増)。

患者は2019年5～10月に発病した。1人が入院した。死亡者は報告されていない。患

者の年齢は4～81歳で、過半数(54%)が女性であった。 

Salmonella Litchfieldは稀なサルモネラ属菌で、カナダではあまり見られない。 

https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/show/syu05290330477 

 

（２）米国疾病管理予防センター(CDC)、ロメインレタスに関連した複数州における腸

管出血性大腸菌O157:H7集団感染に関する続報を公表 

米国疾病管理予防センター(CDC)は12月19日、ロメインレタスに関連した複数州

における腸管出血性大腸菌O157:H7集団感染に関する続報を公表した(11月20日初

報)。概要は以下のとおり。 

1. CDC、複数州の公衆衛生及び規制当局並びに米国食品医薬品庁(FDA)は、カリフ

ォルニア州サリナスの栽培地帯で収穫されたロメインレタスに関連した複数州に

おける腸管出血性大腸菌O157:H7集団感染症に関して引き続き調査を行っている。 

2. 前回12月4日の更新以降、36人の追加患者が報告された。2019年12月17日現在、

腸管出血性大腸菌O157:H7集団感染株の感染者計138人が25州(ウィスコンシン州、

ペンシルベニア州、オハイオ州他)から報告されている。 

3. 発症日は2019年9月20日から12月1日まで、患者の年齢は1歳未満から89歳、年

齢の中央値は26歳である。62%が女性である。情報の得られた136人のうち、腎不

全の一種である溶血性尿毒症症候群(HUS)を発症した13人を含む72人が入院した。

死亡者は報告されていない。 

4. 疫学、検査及び遡及調査のエビデンスは、カリフォルニア州サリナスの栽培地

帯に由来するロメインレタスが、本集団感染の原因である可能性が高いことを示

している。  

5. ウィスコンシン州保健局は最近、患者宅から回収したFresh Expressブランド

のLeafy Green Romaineの未開封の袋で腸管出血性大腸菌O157:H7集団感染株を確

認したと報告した。袋で確認されたロメインレタスの産地はカリフォルニア州サ

リナスであった。 

6. FDA及び州当局は、患者が喫食したロメインレタスの供給源を引き続き追跡し

ている。 

7. CDCは引き続き、カリフォルニア州サリナスで栽培されたロメインレタスを消

費者が喫食、小売業者が販売しないよう勧告している。 

当該勧告は、カリフォルニア州サリナスで栽培された全ての種類のロメインレ

タスが対象であり、ロメインレタスの株全体、有機栽培のロメインレタス、中の

柔らかい部分、サラダラップに入ったロメインレタス、カット済みロメインレタ

ス、サラダミックス等(ベビーロメイン、スプリングミックス、シーザーサラダ

https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/show/syu05290330477
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等)が該当する。「屋内栽培」と表示されている可能性がある水耕栽培及び温室栽

培のロメインレタスは、どの地域からのものも現在の集団感染とは関連がないよ

うである。 

栽培地の表示がない場合や、レタスがロメインレタスなのか、あるいはサラダ

ミックス、サラダラップにロメインレタスが含まれているかどうか不明である場

合は喫食せずに捨てること。 

8. 当該集団感染は、2017年の葉物野菜及び2018年のロメインレタスに関連する集

団感染の原因となった腸管出血性大腸菌O157:H7集団感染株と同じ株が原因とな

っている。 

https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/show/syu05290310104 

 

https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/show/syu05290310104

